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ではないでしょうか。
・今日の音楽会は楽しかったです。ありがとうござ
いました。静かに聴いている子、静かに遊んでい
る子、好きにしている子、中には、泣いたり叫ん
だりする子もいたけれど、皆、結構音楽を楽しん
でいました。幼児から自然に生のクラシックを楽
しめる機会がもっとあるといいですね。
・じっとできない幼児が気になった。しかし、ほと
んどのこどもと保護者が音楽にしっかり聴き入る
様子を見て、０歳からという面白い企画は本当に
よかったと感じる
・子どもの反応を見ながらの鑑賞は興味深い。継続
的にやっていくことも大切である。主催者は大変
だろうが、子どもたちに本物を見せることは意味
があるので次回も期待したい
コンサート後の子どもの様子
・ピアニストがステージ上でピアノ奏法について説
明したことを覚えており、帰宅後遊びに行くこと
も忘れ、練習に励んでいた。レッスン後にも見ら
れない様子で驚いた。
・子どもが楽器を演奏する真似をするようになった。
・帰りのエレベーターで一緒になった４歳くらいの
女の子が、本当に嬉しそうに、楽しかったねと何
度も言ってニコニコしていたのが、とても印象的
でした。
演奏者の意見、感想
・素直な子どもの反応に演奏への真剣さが増し、集
中力、演奏の質は高かったと思う
・客席がざわざわしている場面や子どもが泣いてい
る場面でも、それはほんの一部の聴衆であり、き
らきらした目で演奏者を見ている子どもたちは最
初から最後まで聴き入っていた。
・拍手のタイミングから、この聴衆は演奏を心で聴
いてくれているとはっきりわかった。また、子ど
もたちも含め、お客様が楽しんでいる様子を受け、
こちらもとても楽しかった。
・オーケストラによる親子コンサートは規模が大き
く、迫力があるが、一度に多種類の楽器を紹介す
る。今回のように一つの楽器の特徴を存分に発揮
し、紹介できることは強く印象付けられよかった
と思う。
4-3　考察
　以上の感想や意見をふまえて考察を行なう。
　「演奏会は静かに聴くべき」という教えを理解で
きない乳幼児においても、演奏家を近くで見ながら
生の演奏を聴くことは、その行動や表情から喜びや
楽しみを受容し、音楽の効果を得られるものである
と言える。
　長時間のプログラムをじっと動かずに聴くことは、
乳幼児に限らず大人といえども困難な事である。し
かし子どもが退屈しないようにと、音楽以外の要素
を多く含む「子ども向け」公演をするのではなく、
今回のプログラムのように、クラシック音楽にこだ
わる一般的なコンサートにおいても、乳幼児は感じ
たままに、それなりに楽しむことができると言える。
また未就学児入場が可能であれば、子どもと一緒に
美しい音楽に触れる体験をしたい、両親や祖父母も
コンサートに足を向ける機会となり、その時間を共
有することで、一体感と体験をもとにしたコミュニ
ケーションも、十分に予測できる事である。
　演奏家は、０歳の乳児がプロの提供する芸術に触
れるということは、すなわち乳児が初めて触れる生
の演奏が、自分たちが提供する音楽であることから、
自覚を持ち、音楽にさらなる磨きをかける事に繋がっ
たと言える。責任感を持って提供する証として、音
楽を聴取する０歳から有料としたことは理解された
い。
　「未就学児入場可能」クラシック音楽コンサート
において、多世代にわたる来場者がともにクラシッ
ク音楽を楽しむ事が出来、また親は子どもが音楽に
合わせて動き、興味を持つ様子を見ることで、クラ
シック音楽の効果を感じ、そのような子どもを見た、
親以外の大人においても、楽しいという感覚を得る
ことができると考えられる。
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5.　結論
　本研究では、プロの演奏家が「未就学児入場不可」
のコンサートにおいて提供するようなクラシック音
楽プログラムが、どの世代においても有用であると
いうことを、マタニティーコンサート、親子コンサー
ト、未就学児入場可のクラシックコンサートという、
３つスタイルのコンサートで実践し、その効果につ
いて検証した。「子ども向け」のプログラムではな
くとも、各総括および考察で既に述べたように、ク
ラシック音楽を生で聴くことで、子どもは音楽を感
じたままに体で表現をし、興味を持って集中して聴
くことができるといった効果があった。またクラシッ
ク音楽プログラムにおいて、子どもが騒ぐのではな
いか、子どもが退屈するのではないか、という開演
までの親の不安は、終演後の「意外」に子どもが楽
しんでいたという感想の多さから解消できたと考え
る。
　このように、保護者や他の来場者から見た、クラ
シックコンサートにおける子どもへの影響を確認し
たが、「未就学児入場不可」のクラシック音楽コン
サートに比べて、騒がしい状態にあったのは事実で
ある。しかし、騒がしく、かつ有料であっても、生
演奏でのクラシック音楽プログラムを聴きたいとい
う希望が、「未就学児入場可能」コンサートの来場
者数には表れており、このような多世代に渡る客層
が時間を共有するコンサートを、多くの人が望んで
いることが示された注７）。また演奏家にとっては、「未
就学児入場可能」のコンサートにおいて、子どもが
演奏の感想を即座に率直に行動や表情に示すことか
ら、一音一音にこだわる演奏を提供する意識と、泣
き声が聞えても集中力を切らさないことが要求され
ることになった。しかしその時々の最高の音楽を演
奏するという点については、「未就学児入場不可」
のクラシック音楽コンサートと、変わりはないと言
えよう。
　今後の課題としては、来場者の感想・意見や、演
奏家側からの観察だけでなく、曲ごとの未就学児の
行動を録画により分析する事や、継続的にコンサー
トを実施した場合の未就学児への効果の考察など、
より有効な研究方法を通じて、入場対象を限定しな
いクラシック音楽コンサートの効果を、さらに詳し
く検証していきたいと考えている。
注釈
注１）三省堂編修所編：広辞林　三省堂　東京　
注２）堀内久美雄編：新音楽辞典　楽語、音楽之友
社　東京　
注３）ヤマハミュージックメディア社編：「先生が
選んだ名曲選」Ⅱ巻Ⅲ巻 ヤマハミュージック
メディア社発行　 東京　
注４）共演　瀬川和子教授
注５）共演　上野博昭氏、奥本華菜子氏
注６）Ｃ情報紙上で 組の招待プレゼントを募集し
たところ、 組の応募があったことを加筆して
おく。
注７）筆者がこれまで経験してきたコンサート、す
なわち「未就学児入場不可」とした有料コンサー
トでは、コンサート前に動員数が予測できた。
つまり当日券で来場という期待は少ないと言え
る。しかしこのコンサートでは、当日券による
来場者が 名以上に及び、予測を大きく上回っ
た。知名度の高い演奏家以外の有料クラシック
音楽コンサートでは、演奏家自身の知人による
口コミで動員を見込み、今回のような宣伝方法
を取っても、全く見知らぬ聴衆に囲まれること
は少ないが、今回のような動員の結果から、こ
のような企画に興味を持つ人が多いことがうか
がえる。また未就学児が入場可能のコンサート
において見られるような「親子のためのコンサー
ト」ではないため、乳幼児を連れた親子だけで
なく、大人だけでの来場者が多いことも明らか
になった。
参考・引用文献
１）和光堂
神戸常盤大学紀要　　第 号　
－　－
年９月 日最終アクセス
２）呉東進著：赤ちゃんは何を聞いているの？－音
楽と聴覚からみた乳幼児の発達，北大路書房，
１－ ，京都，
３）文部科学省：幼稚園教育要領解説　平成 年
月 ～ フレーベル館　東京　
４）厚生労働省：保育所保育指針＜平成 年告示＞
～ フレーベル館　東京　
５）大阪フィルハーモニー
　　
年９月 日最終アクセス
６）大阪交響楽団
年９
月 日最終アクセス
７）文化庁 ：
年７月 日最終アクセス）
８）文化庁 ：
年７月 日最終アクセス
９）文化庁 ：
年７月
日最終アクセス
）谷口高士：音は心の中で音楽になる　 ～
北大路書房　京都　
）正高信男：子どもはことばをからだで覚える
　 ～ 中公新書　
）谷口高士：前掲書
）古屋晋一：ピアニストの脳を科学する　 ～
春秋社　東京　
）谷口高士：前掲書
）佐久間真理・大串健吾：打楽器演奏における
演奏者の意図の伝達―視覚と聴覚の相互作用　
日本音響学会士
）下迫清加・大串健吾：ピアノ演奏の印象判定
における視覚と聴覚の相互作用　音楽知覚認知
研究２、 ～
）下迫清加・菊池正・大串健吾：ピアノ演奏の
印象判定視覚情報の及ぼす影響　日本心理学会
第 回大会発表論文集　
）呉東進著：前掲書
）戸川晃子：乳幼児の生の音楽体験の意義と課
題その１　 ～ 全国保育士養成協議会
第 回研究大会研究発表論文集　東京　
